
＜口腔がんの診断と治療そして治療後＞
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今回は口腔がんの治療に関してです（前回は診断と治療までの流れでした）。
口腔がんの治療方法はまず根治治療と緩和治療に分けられます。診断された時

点で巨大で切除不能、または遠隔転移が見られるものは症状緩和のみを行う緩和
治療となります。
根治治療は「がんの根絶を目指す治療」です。口腔がんの根治治療には「外科

的切除」、「放射線治療」の２つがあります。残念ながら化学療法単体では根治
は不可能です。

開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者様の受け入れは原則お断りしません。
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます。）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です。
・紹介カードを作成し、当院HPや１階ロビーのタッチパネルなど
で、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。

・ネット予約がご利用いただけます。

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在110名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。

２ 治療

現在の一般的な治療方法としては、まず外科
的切除を行います。術後の病理検査でリンパ節
転移の個数が４個以上、または転移リンパ節の
被膜外浸潤がみられた場合には術後に放射線治
療を行います。その放射線治療の効果を増強す
るため化学療法を併用することが多いです。
外科的切除が可能であるが、がんが巨大で術

後の機能障害が大きいと予想される場合には外
科的切除はせず、まず放射線治療と化学療法の
併用療法で根治を目指す場合もあります。
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